
現代の仕事の場面で役立つ行動指針 

 

1. 誠実を守る 

「正しい量り石と正しい升を用いよ」（箴言 11:1） 

仕事の場面での応用 虚偽の報告やごまかしを避け、利用者様・ご家族・職員・お取引先

に対して誠実な対応を心がける。信頼構築の基盤。 

保育・介護現場での

行動指針 

現場での情報共有や保護者・家族とのコミュニケーションにおい

て、常に正直で透明性を大切にし、信頼関係を築きましょう。 

 

2. 隣人を自分のように愛する 

「あなたの隣人をあなた自身のように愛しなさい」 

（マタイ 22:39） 

仕事の場面での応用 利用者様・ご家族・職員・お取引先を単なる取引相手・労働力と見

なさず、思いやりと尊重のある関係を築く。 

保育・介護現場での

行動指針 

利用者さん一人ひとりを尊重し、その人の立場に立って考える姿勢

を持ちましょう。思いやりのあるケアが、より良いサービスにつな

がります。 

 

3. 計画性を持つ 

「塔を建てようとする人は、まず座って費用を計算 

しないだろうか」（ルカ 14:28） 

仕事の場面での応用 目標達成のための戦略設計、リスク分析、資金計画などを怠らず、

実行前に準備を整える。 

保育・介護現場での

行動指針 

行事やレクリエーション、介護計画を立てる際には、事前の準備や

リスク管理を徹底し、スムーズな運営を目指しましょう。 

 

 



4. 働くことに誇りを持つ 

「手をこまぬいている者の望みは何も得ない。 

しかし勤勉な者の手は豊かにする」（箴言 13:4） 

仕事の場面での応用 結果ばかりに目を向けず、地道な努力や丁寧な仕事に価値を見出

し、継続的な成果を目指す。 

保育・介護現場での

行動指針 

日々の業務において、小さな気配りや丁寧なケアを大切にし、利用

者さんやご家族からの感謝を励みに成長していきましょう。 

 

5. 謙遜であること 

「神は高ぶる者を退け、へりくだる者に恵みを 

与える」（ヤコブ 4:6、創世記 2:18） 

仕事の場面での応用 成功しても驕らず、部下や利用者様の意見に耳を傾ける。学び続け

る姿勢が組織の柔軟性を生む。 

保育・介護現場での

行動指針 

周囲の利用者様、上司、同僚、後輩を含むチームの協力の中での私

の働きであることを自覚し、周りの意見にも耳を傾け、常に学び続

ける姿勢を忘れず、協力し合える環境を築きましょう。 

 

6. 言葉を慎む 

「口を守る者は命を守る」（箴言 13:3） 

仕事の場面での応用 余計な発言を控え、言葉に責任を持つ。特に SNSやメールでは誤

解を招かぬよう配慮が必要。 

保育・介護現場での

行動指針 

利用者さんや保護者、家族との会話では、温かく配慮のある言葉を

選び、誤解を招かないように心がけましょう。 

 

 

 

 

 



7. 正義を重んじる 

「公正と正義を行うことは、主にとって犠牲に 

まさる」（箴言 21:3） 

仕事の場面での応用 法令順守はもちろん、社内外での公平な判断、差別や搾取のない取

引が信頼を築く。 

保育・介護現場での

行動指針 

すべての利用者さんに対して平等で公正な対応を心がけ、差別や不

公平のない環境を整えましょう。 

 

8. 人を育てる 

「年長者は若い人を導き、若い者は敬意をもって 

応えるべきです」（テトス 2章参照） 

仕事の場面での応用 後輩や部下の成長を支援するリーダーシップ。知識や経験の共有を

惜しまない姿勢。 

保育・介護現場での

行動指針 

新人スタッフや後輩には、丁寧な指導と温かいサポートを行い、共

に成長できる職場環境を目指しましょう。 

 

9. 与えることの大切さ 

「受けるよりも与える方が幸いである」 

（使徒 20:35） 

仕事の場面での応用 社会貢献、利用者様へのよりよいサービス提供など、与える姿勢が

ブランド価値やロイヤルティを高める。 

保育・介護現場での

行動指針 

地域への貢献や、利用者さんとその家族に寄り添う姿勢が、施設や

サービスへの信頼と評価につながります。 

 

 

 

 



10. 問題があっても諦めない 

「患難は忍耐を生み出し、忍耐は練られた品性を 

生む」（ローマ 5:3-4） 

仕事の場面での応用 トラブルや失敗を成長の機会ととらえ、粘り強く挑戦し続ける文化

をつくる。 

保育・介護現場での

行動指針 

介護や保育の現場で起こる課題や困難を、チームで乗り越え、より

良いサービスを提供するために工夫し続けましょう。 

 

  



聖書の中には、「挑戦」や「困難に立ち向かうこと」の大切さを示す言葉が数多くありま

す。その中から、特に挑戦の価値を力強く語っている代表的な 3つの聖句をご紹介しま

す。 

 

1. フィリピの信徒への手紙 4 章 13 節 

「わたしを強くしてくださる方によって、何事でも 

できるのです」（新共同訳） 

この言葉は、自分の力だけではなく、神の力を信じることで、どんな困難や挑戦にも立ち

向かえるという信念を表しています。 

保育現場での応用 子どもたち一人ひとりに向き合う中で、思い通りにいかないことも

あります。でも、「子どものために何ができるか」と真摯に考え、

周囲と支え合えば、乗り越えられない困難はありません。私たちの

使命に意味があるからこそ、挑戦し続ける価値があります。 

介護現場での応用 高齢者の方の思いや症状に寄り添いながら、日々のケアに工夫や根

気が求められます。そんな中でも、「自分の力だけではない、仲間

や理念に支えられている」と信じることで、どんな困難にも向き合

っていけます。 

 

2. ヨシュア記 1 章 9 節 

「強く、雄々しくあれ。恐れてはならない。おののいては

ならない。あなたがどこへ行っても、あなたの神、主が 

共におられるからである」 

新たな土地への進出という大きな挑戦を前にしたヨシュアに対する神の言葉です。不安や

恐れがある中でも、神が共にいるという安心感が、前に進む力になります。 

保育現場での応用 新しい挑戦には不安も伴いますが、その先に子どもたちの成長があ

るなら勇気を持って進むことが大切です。 

介護現場での応用 看取りや認知症ケアなど、心の負担が大きい業務にあたるときで

も、誰かが見てくれている、支えてくれているという信頼関係があ

れば、前に進む力になります。あなたの働きには意味があり、共に

歩む仲間がいます。 



3. ローマの信徒への手紙 5 章 3～4 節 

「患難をも誇りとします。なぜなら、患難は忍耐を、 

忍耐は練達を、練達は希望を生むと、私たちは知って 

いるからです」 

挑戦や困難（患難）は、それ自体が無駄なのではなく、そこから忍耐が生まれ、やがては

希望に至るという、成長のプロセスを語っています。 

保育現場での応用 子どもの変化はすぐに現れなくても、困難から逃げずに関わり続け

る地道な努力が希望を育てます。 

介護現場での応用 利用者様との関係づくりや介護方法の工夫は容易ではありません。

しかし、困難から逃げずに乗り越えていく地道な努力が、確かなス

キルとなり、やがて「ありがとう」へと結実します。 

 


